
2009～2011 年度入学者用 

2012 年度履修要項の改正に伴う共通教育科目の変更について 

【任意選択科目履修登録条件】 
総合政策学部 

変更後 変更前 
「履修可能な情報理工学部学部共通科目」「履修可能な

ソフトウェア工学科科目」「履修可能なシステム創成工

学科科目」「履修可能な情報システム数理学科科目」「履

修可能な名古屋キャンパス開講科目（資格関連科目は

除く）」については、任意選択科目の単位として認める。 

「履修可能な情報理工学部学部共通科目」「履修可能な

ソフトウェア工学科科目」「履修可能なシステム創成工

学科科目」「履修可能な情報システム数理学科科目」「履

修可能な名古屋キャンパス開講科目（資格関連科目は

除く）」については、8 単位までを任意選択科目の単位

として認める。 
（変更点：下線部） 

 
情報理工学部 

変更後 変更前 
14 単位以上修得しなければならない。 
詳細は「履修要項」を参照。 
履修可能な総合政策学科科目および履修可能な名古屋

キャンパス開講科目（資格関連科目は除く）は、任意

選択科目の単位として認める。共通教育科目および専

門科目群で所定の単位数を超過して修得した単位は、

任意選択科目の単位に振り替えることができる。 

14 単位以上修得しなければならない。 
詳細は「履修要項」を参照。 
履修可能な総合政策学科科目および履修可能な名古屋

キャンパス開講科目（資格関連科目は除く）は、あわ

せて 8 単位まで任意選択科目の単位として認める。共

通教育科目および専門科目群で所定の単位数を超過し

て修得した単位は、任意選択科目の単位に振り替える

ことができる。 
（変更点：下線部） 

【新規履修可能科目】 
以下の表の 2012 年度より開講する共通教育科目を、2009～2011 年度に入学した学生が修得した

場合の単位は、以下の表の区分名の単位として認められる。 
 

2012 年度以降入学者のカリキュラム  2009～2011 年度入学者のカリキュラム 
備考 

科目名称 単位  区分名 
モダンの系譜（社会の諸相 A） 2  テーマ科目「モダンの系譜」  

英語で学ぶ社会調査法 2 
 総合政策学部 選択外国語科目 
 情報理工学部 必修科目でない外国語科目 

 
 



2008 年度入学者用 

2012 年度履修要項の改正に伴う共通教育科目の変更について 

【任意選択科目履修登録条件】 
総合政策学部 

変更後 変更前 
「履修可能な情報理工学部学部共通科目」「履修可能な

ソフトウェア工学科科目」「履修可能なシステム創成工

学科科目」「履修可能な情報システム数理学科科目」「履

修可能な名古屋キャンパス開講科目（資格関連科目は

除く）」については、任意選択科目の単位として認める。 

「履修可能な数理情報学部学部共通科目」「履修可能な

情報通信学科科目」「履修可能な情報システム数理学科

科目」「履修可能な名古屋キャンパス開講科目（資格関

連科目は除く）」については、8 単位までを任意選択科

目の単位として認める。 
（変更点：下線部） 

 
数理情報学部情報システム数理学科 

変更後 変更前 
12 単位以上修得しなければならない。 
詳細は「履修要項」を参照。 
履修可能な総合政策学科科目、および履修可能な名古

屋キャンパス開講科目（資格関連科目は除く）は任意

選択科目の単位として認める。共通教育科目および学

科科目で所定の単位数を超えて修得した単位は、任意

選択科目の単位に振り替えることができる。 

12 単位以上修得しなければならない。 
詳細は「履修要項」を参照。 
履修可能な総合政策学科科目、および履修可能な名古

屋キャンパス開講科目（資格関連科目は除く）は、あ

わせて 8 単位まで、任意選択科目の単位として認める。

共通教育科目および学科科目で所定の単位数を超えて

修得した単位は、任意選択科目の単位に振り替えるこ

とができる。 
（変更点：下線部） 

【新規履修可能科目】 
以下の表の 2012 年度より開講する共通教育科目を、2008 年度に入学した学生が修得した場合の

単位は、以下の表の区分名の単位として認められる。 
 

2012 年度以降入学者のカリキュラム  2008 年度入学者のカリキュラム 
備考 

科目名称 単位  区分名 
モダンの系譜（社会の諸相 A） 2  テーマ科目「モダンの系譜」  

英語で学ぶ社会調査法 2 
 総合政策学部 選択外国語科目 
 数理情報学部 必修科目でない外国語科目 

 
 
 
 
 



2009 年度履修要項の改正に伴う共通教育科目の変更について 

【新規履修可能科目】 
以下の表の 2009 年度より開講する共通教育科目を、2008 年度に入学した学生が修得した場合の

単位は、以下の表の区分名の単位として認められる。 
 

2009 年度以降入学者のカリキュラム  2008 年度入学者のカリキュラム 
備考 

科目名称 単位  区分名 
知識・言語と情報社会 
（システムと制御） 

2 
 

テーマ科目「知識・言語と情報社会」 
 

 



2007 年度入学者用 

2012 年度履修要項の改正に伴う共通教育科目の変更について 

【任意選択科目履修登録条件】 
総合政策学部 

変更後 変更前 
「履修可能な情報理工学部学部共通科目」「履修可能な

ソフトウェア工学科科目」「履修可能なシステム創成工

学科科目」「履修可能な情報システム数理学科科目」「履

修可能な名古屋キャンパス開講科目（資格関連科目は

除く）」については、任意選択科目の単位として認める。 

「履修可能な数理情報学部学部共通科目」「履修可能な

情報通信学科科目」「履修可能な情報システム数理学科

科目」「履修可能な名古屋キャンパス開講科目（資格関

連科目は除く）」については、8 単位までを任意選択科

目の単位として認める。 
（変更点：下線部） 

 
数理情報学部情報システム数理学科 

変更後 変更前 
12 単位以上修得しなければならない。 
詳細は「履修要項」を参照。 
履修可能な総合政策学科科目、および履修可能な名古

屋キャンパス開講科目（資格関連科目は除く）は、任

意選択科目の単位として認める。共通教育科目および

学科科目で所定の単位数を超えて修得した単位は、任

意選択科目の単位に振り替えることができる。 

12 単位以上修得しなければならない。 
詳細は「履修要項」を参照。 
履修可能な総合政策学科科目、および履修可能な名古

屋キャンパス開講科目（資格関連科目は除く）は、あ

わせて 8 単位まで、任意選択科目の単位として認める。

共通教育科目および学科科目で所定の単位数を超えて

修得した単位は、任意選択科目の単位に振り替えるこ

とができる。 
（変更点：下線部） 

【新規履修可能科目】 
以下の表の 2012 年度より開講する共通教育科目を、2007 年度に入学した学生が修得した場合の

単位は、以下の表の区分名の単位として認められる。 
 

2012 年度以降入学者のカリキュラム  2007 年度入学者のカリキュラム 
備考 

科目名称 単位  区分名 
モダンの系譜（社会の諸相 A） 2  テーマ科目「モダンの系譜」  

英語で学ぶ社会調査法 2 
 総合政策学部 選択外国語科目 
 数理情報学部 必修科目でない外国語科目 

 

 
 
 
 



2009 年度履修要項の改正に伴う共通教育科目の変更について 

以下の表の 2009 年度より開講する共通教育科目を、2007 年度に入学した学生が修得した場合の

単位は、以下の表の区分名の単位として認められる。 
2009 年度以降入学者のカリキュラム  2007 年度入学者のカリキュラム 

備考 
科目名称 単位  区分名 

知識・言語と情報社会 
（システムと制御） 

2 
 

テーマ科目「知識・言語と情報社会」 
 

 

2008 年度履修要項の改正に伴う共通教育科目の変更について 

【新旧カリキュラム対照表】 
以下の表の 2007 年度入学者のカリキュラム科目は開講されませんので、以下の対照表に基づいて

2008 年度入学者のカリキュラムの科目を履修して単位の認定を受けることになります。 
「人間の尊厳」科目 

2007 年度入学者のカリキュラム  2008 年度以降入学者のカリキュラム 
備考 

科目名称 単位  科目名称 単位 
人間の尊厳（聖書の人間像） 2  宗教に見る人間の尊厳 A 2  
人間の尊厳 
（キリスト教における人間観） 

2 
 宗教に見る人間の尊厳 B 

2 

人間の尊厳（哲学に見る生と死） 2  哲学・倫理学における人間の尊厳 A 2 
人間の尊厳 
(社会倫理における人間の尊厳：戦争と平和) 

2 
 

哲学・倫理学における人間の尊厳 B 2 

人間の尊厳 
（哲学・倫理学における人間の尊厳） 

2 
 

哲学・倫理学における人間の尊厳 C 2 

人間の尊厳（人間の尊厳の思想史） 2  思想史に学ぶ人間の尊厳 A 2 
人間の尊厳（国民国家の危機） 2  政治・経済と人間の尊厳 A 2 
人間の尊厳（選挙と民主主義） 2  政治・経済と人間の尊厳 B 2 
人間の尊厳（経済と人間の尊厳） 2  政治・経済と人間の尊厳 C 2 
人間の尊厳 
（自然法思想における人間観） 

2 
 

法と人間の尊厳 A 2 

人間の尊厳（人権論の現在） 2  法と人間の尊厳 B 2 
人間の尊厳（少年保護と法的規制） 2  法と人間の尊厳 C 2 
人間の尊厳 
（人間の成長発達と人間の尊厳） 

2 
 

性と生命における人間の尊厳 A 2 

人間の尊厳（高齢期の生き方） 2  性と生命における人間の尊厳 B 2 
人間の尊厳 
（文学と映画における人間の尊厳） 

2 
 

教育・文化における人間の尊厳 A 2 

人間の尊厳（近代教育の理念と現実） 2  教育・文化における人間の尊厳 B 2 
人間の尊厳 
（民族問題における人間の尊厳） 

2 
 

民族問題と人間の尊厳 A 2 



 
外国語科目 
英語 

2007 年度入学者のカリキュラム  2008 年度以降入学者のカリキュラム 
備考 

科目名称 単位  科目名称 単位 

英語コミュニケーション IA 3 
 英語コミュニケーション I 2 総合政

策学部

履修対

象科目 

 英語リテラシーIB 1 

英語コミュニケーション IIA 3 
 英語コミュニケーション II 2 
 英語リテラシーIIB 1 

英語コミュニケーション IB 2  英語コミュニケーション I 2 数理情

報学部

履修対

象科目 
英語コミュニケーション IIB 2 

 
英語コミュニケーション II 2 

英語リーディング I 1  英語リテラシーIA 1  
英語リーディング II 1  英語リテラシーIIA 1  

英語リーディング III 2 

 

英語リテラシーIII 2 

総合政

策学部

履修対

象科目 
上級英語 A 1  English Skills Workshop A 1  
上級英語 B 1  English Skills Workshop B 1  
上級英語 C 1  English Skills Workshop C 1  
上級英語 D 1  English Skills Workshop D 1  
 
日本語 

2007 年度入学者のカリキュラム  2008 年度以降入学者のカリキュラム 
備考 

科目名称 単位  科目名称 単位 
日本語 I（文法 A） 6  日本語 I（文法） 8 総合政

策学部

履修対

象科目 

日本語 I（文法 B） 4  日本語 I（読解作文） 2 

日本語 II（表現技術 A） 4 
 日本語 II（表現技術 A） 2 
 日本語 II（総合） 2 

 


